






上越妙高駅周辺の活性化について（第 2回和田区地域協議会（R3.6.24開催）で出た意見） 
 

 

 

 

 

 

 

〇総論 

・北の方もまだ空いている土地があると思う。市の建物などを作って地域や市全体が活性化する

ようにする（宮﨑副会長） 

 

〇体育施設の整備 

・県立武道館や体操場ジムリーナのように公共の建物があれば、全国大会を誘致して企業などが

自然に集まってくる（片田委員） 

 

〇市の機関の整備 

・長岡市のアオーレのように駅から５分くらいのところに市の施設ができるとよい（横田委員）。 

・人を呼ぶためにアオーレ長岡のような施設が必要というのもよい意見だ（佐藤勝雄委員） 

 

 

 

 

 

 

〇幹線道路の整備 

・道路が整備されていること。例えば、山麓線から青木を通る道路の整備、新井信用金庫からガード下

をくぐっていく道路を山麓線まで通すなど。立地条件は素晴らしいので、道路を整備すれば、自然に

人や企業が寄ってくる。スーパーの誘致について、道路が整備され事業が成り立てば自然に出てくる

（片田委員） 

 

〇駅を拠点とした公共交通の整備 

・交通ハブというか、駅からのいろいろな交通経路がほしい（髙橋委員） 

 

・駅を人流の拠点とし、上越妙高駅に行けばどこへでも行ける状態。例えば、高速バスのターミナルが

この駅と繋がるようにする（横田委員） 

 

 

 

 

 

〇飲食店、商店、デパート、スーパー、企業の進出・誘致 

・上越市の玄関口としてではなく、上越市と妙高市の中心、核となること。駅周辺にたくさんの

飲食店、商店、デパート、スーパー、企業が進出し、他の駅周辺並みになれば良い。駅周辺が活

性化すれば地域全体がよくなり、かがやきが停まるようになる（金子委員） 

 

・ショッピングモールやスーパーがあるとよい（篠原委員、髙橋委員、平原委員） 

 

・オフィス街みたいなものがあれば、働きの場もあり、活性化に繋がる（篠原委員） 

 

〇専門学校の誘致 

・東口の JAえちご上越農協和田支店の跡地は東口のメインであり、専門学校を誘致して建設され

るとよい。コロナ禍だが、賑わいのある駅になればよい（佐藤勝雄委員） 

 

 

 

 

 

 

〇総論 

・賑わいの創出。人が集まれば、人も物も動き活性化する（植木委員） 

・交流や情報交換がされている状態。また、楽しみや出会いが生まれている状態（平原委員） 

 

〇イベント等の実施による創出 

・駅周辺の美化活動、朝市みたいなもの、パン祭り、山菜祭り、そういうものがやれたら少しでも人を

呼ぶことができるのではないか（山岸委員） 

 

〇観光振興による創出 

・駅の南の方のほ場整備が終わると数十年は農地のままになると思う。農地を活用した観光を今後考え

られないか。生産組合等と何かできないか考えていければと思っている（草間委員） 

・駅周辺に通年を通しての目ぼしい観光資源がない（髙橋委員） 

 

〇環境整備による創出 

・西口の釜蓋遺跡の芝生の所を、例えばコスモス等を植えて、駅を降りた人に「ここは花が綺麗だ」等、

インパクトを与えるようにする（宮﨑副会長） 

 

道路、交通の整備による活性化 公共施設の整備による活性化 

賑わいの創出による活性化 民間企業、店舗等の進出による活性化 
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